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   A case of cavernous hemangioma of the bladder treated with transurethral resection is 

presented. A 67-year-old female was admitted to this department with the chief complaint 

of gross hematuria. At cystoscopy a gray, sessile tumor the size of a grain of rice was found 

at the left lateral wall. Computed tomography confirmed the observation of the cystoscopy 

and showed that the tumor did not invade into the muscle layer of the bladder wall. 

   With the preoperative diagnosis of bladder tumor, transurethral resection of the tumor 

was carried out on March 2, 1984 and the specimen was pathologically diagnosed as caver-

nous hemangioma of the bladder. Sixty-one cases of bladder hemangioma including this case 

are reviewed briefly.

Key words: Bladder tumor, Cavernous kemangioma, TUR

緒 言

膀胱の間葉系腫瘍のなかで血管腫は筋腫に次いで多

いとされているが!・2),その頻度はMelicow3)に よる

と原発性膀胱腫瘍中0.6%と 比較的稀な疾患である.

最近われわれは,血 尿を主訴とし,経 尿道的膀胱腫

瘍切除術を施行した膀胱海綿状血管腫の1例 を経験し

たので,若 干の文献的考察を加えて報告する・

症 例

患者:67歳,女 子,主 婦

初診=1982年9月14日

主訴1肉 眼的血尿

家族歴=特 記すべきことなし

既往歴:40歳 時に子宮頸癌のため広範性子宮全摘術

を施行された.そ の後62歳 時子宮頸癌術後の経過観察
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Fig.3.Computcdtomogramshowcdascssile
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lcftlateralwallandnoinvasioninto

thcmuscle】ayerofthebladdcr.

中 に 膣 ス メァ でwelldifferentiatedsquamouscell

carcinoma,PapanicolaouVの 結 果 に て5,000rad

のCs照 射 と,4,000radの リニア ッ ク照 射 を 受 け

た.照 射後 排 尿 困難 が 出現 した が,そ の後 軽快 した.

現病 歴=1982年9月,肉 眼 的 血 尿 が あ り当科 受診 す

る も諸 検査 で異 常 な く経 過 観 察 してい た.1984年2月

末,血 尿に 再 び気 付 き 当科 再 診.内 視 鏡 で膀 胱 左側 壁

に 隆起 性 病 変 が認 め られ た た め 入 院 とな る.

入 院 時 現 症:身 長148cm,体 重44kg,栄 養良

好.血 圧110/70mmHg脈 拍64/min.整.皮 膚 お よ

び 可 視 粘 膜 に は,血 管 腫,色 素斑 な ど は 認 め な か っ

た.胸 部 で は 皿度 の 機能 性 収縮 期 雑 音 が 聴 取 され た,

腹 部 は 平 担,軟 で,肝,腎 は触 知 せ ず.下 腹 部 正 中に

手 術 痕 を 認 め た.

入 院時 検 査 成 績=末 梢 血 液 所 見;赤 血 球379×10d/

mm3,白 血 球3,600/mm3,(好 酸球1.5%,好 塩 基球

1.5%,好 中球59.0%,リ ンパ球33.5%,単 球4.5%),

血 小 板18・4×10"/mm3,血 色 素11.291dl,ヘ マ トク

リ ッ ト30.9%.

血 液 化 学 所 見;Na151mEq/L,K4.2mEq/L,

Cl105mEq/L,Ca9.2mg/dl,BUN23mg/dl,
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Greatinine1.2mg/d1,T.P7.79/dl,AIG1.5,GoT

14mu/ml,GPT8mu/ml,ALP168mu/m1.

検 尿;外 観,黄,潜 血(+),Prot.(一),Sug.

(一),Urob.(±),PH6,赤 血 球3-6/HPF,白 血 球

〇-2t'HPF,扁 平上 皮afew,円 柱(一).尿 細 胞 診

Papan五colaouclassI

,膀胱 鏡 所 見;膀 胱 左 側 壁 に 米 粒 大 の 隆起 性 病 変 が認

めち れ た.隆 起 性 病 変 は 境 界 明 瞭 で表 面 に は血 管 は認

め 魚れ ず 灰 白 色 を 呈 して い た(Fig.1).周 囲 の 粘膜

はや や 発 赤 して,両 側 尿 管 口は と もに 馬 蹄 型 で,膀 胱

壁 に は 肉柱 形 成 が認 め られ た.

X線 検 査 所 見;胸 部 正 面像 正 常.排 泄 性 腎 孟 造影 で

は腎は高度に萎縮 しており,各 腎杯には拡張が認めら

れたが,水 腎症の所見はなかった.左 腎は,上,中 腎

杯の拡張が見られた(Fig.2).

膀胱部CT所 見;膀 胱左側壁に隆起性病変が認め

られた.こ れ以外に膀胱壁の変化はな く,Iowstage

の膀胱腫瘍と診断された(F量g.3).

経尿道的超音波検査所見;膀 胱左側壁に隆起性病変

が認められたが,筋 層の乱れはなくCTと 同様表在

性膀胱腫瘍と考えられた(Fig.4).

以上の所見から膀胱腫瘍の診断のもとに,1984年3

月2日,腰 椎麻酔および左閉鎖神経プロ,ク 下に経尿

道的膀胱腫瘍切除術を施行 した.

手術所見 ・左側壁に腫瘍を認め,表 面の一部は壊死

状で,周 囲はやや発赤 していた.腫 瘍を粘膜下組織と

ともにonebiteで 切除するとともに,腫 瘍周囲の発

赤部を2ヵ 所生検した.切 除面よりの出血は軽度で電

気凝固で止血を行ない手術を終了した.

病理組織学的所見 ・切除標本にはフィブリンに被わ

れた血管の増生 と出血が認められ,そ の血管壁は一層

の内皮細胞より構成されている(Fig.5).以 上の所

見より組織学的に膀胱海綿状血管腫と診断した.

2.Hcmangiopericytoma

3.Hemangio-endothelioma
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膀 胱 に発 生 す る間 葉 性 の良 性 腫 瘍 と して は,筋 腫,

血管 腫,線 維 腫,骨 腫 な どが 報 告 され て い る.ま た,

Hamsherら4)は,血 管 腫 を 組 織 学 的 に,spQngy

typeとrelativelysolidtypeの2群 に 大 別 し,そ

れぞ れ を さ らに 細 か く次 の よ うに 分 類 して い る.

Spongytype1.Capillaryhemangioma

2.Cavernoushemangioma

3.Venoushemangioma

4.Arterovenoushelnangioma

Relativelysolidtype

1.SclerosinghemangiQma

ρ'恥'・

Fig.5.Sectionofthetumorrevealedthe

characterist三c五ndingofcavernous

hemangioma,thatsingleendothelial

layerwithreticulumsheathand

scatteredpericytes.(HandE.×150)
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Table1.本 邦における膀胱血管腫の症

報 告 者 症例 主 訴

(報告年》年令,性

血菖腫 膀 胱 鏡 所 見
治 療合 併 部 位 大きさ 色 調 絹 織 文 献

1阿 飛19,血 尿

2・ 高 、犠5,13女 島 轟

3.'24女 器 屡

4・ 小,驚,8,32女 左腎部鵤

5・ 新 講 、9、9女 血 尿

6・ 福 、鴨、,、19男 排整 賛 な

7杉 、裾、、、67男 血 尿

8・ 長 『{り、8、25男 袈 嘉

9・ 原,P,,。 、48男 血 尿

10・ 鈴 、秀5。39男

11・ 奥,鴛52、75男 尿 閉

12・ 北,想53、 水 腎症

13・ 飯 、鴨55,23女 ㌫ 霧

14・ 植 、総,,、29男 血 尿 雫

15・ 長 黛{讐58,6男 骸 暴 な

16・ 中,積58、27女 婁礪

17・ 佐 、袴59、26男 血 尿

18・ 武 、鴨、。,農 蕪

19・ 斉 誘 、。、27男 血 尿

20・ 王 、藷、。,17女 血 尿

21・ 能 、忠、。,71男 血 尿

22・ 西({lg,,)51男 血 尿

23・ 稲 、周62,34男 血 尿

24・ 中 、焉62,63男 舞轟

25.齪57男 血 尿

26・ 市,{il、 、、13女 血 尿

27・ 阿1963、32女 血 尿

28・ 奥 、鴨、、、15女 血 尿

29.山,転 、、)10男 撫 暴

30・ 渡 、沼、、)53男 島 轟

前 壁 帽針大 暗紫色

三角部 帽針大

三角部

し 前 壁

前 壁

な し 右尿管ロ

右尿管ロ

後 壁

後 壁

右 讐 邸

農

し

右下肢

TUC

TUC

治痛せず

小指頭大

小指頭大 紫監色 切 除

青紅色TUC

赤褐色 治痛せず

大豆大TUC

鶏卵大 ラシ敵針の

鶏卵大 部分切除

三角部

前 壁 小指頭大 青紫色

頂 部 鶏卵大 暗紫色

三角部 新生児頭大 壊死状

頂 部 小豆大 青 色

経 部

左尿管ロ 鳩卵大 紅 色

頂 部 大豆大 壊死状

頂部後壁 米粒大

左尿管ロ 半指頭大

左尿管ロ 大豆大

頂 部

頂 部 鶏卵大

轟 轟 驚卵大
三角部 鶏卵大

TUC

部分切除

〃

"

角

角

'

青 紫色 ・

軽度の発赤 掴

増

海綿状
血管腫

単純性静脈性血管腫

血 管 腫

検索せず

血 管 腫

血 管 腫

静脈監管腫

海綿状
血管腫

血 管 腫

血管外被腫

単純性
血管腫

血 管 腫

単純性
血管腫

血 管 腫

毛細血管の
拡張

血 管 腫

海綿状
血管腫

〃

皮 泌誌1966

診断と治療23419

〃

皮膚科紀要
31411

日泌283船

満州 医掌雑 誌37609

日泌36193

臨床 皮泌279

皮 膚科 紀要
46205

日泌4288

臨 床 皮泌6497

久留 米医 学会 雑誌
7070

農村医学北海道
地方誌325

臨 床 皮泌11785

日泌511131

日泌49288

日泌5064

日泌53505

日泌51106

日泌51542

臨 皮 泌14630

泌紀7144

癌 の臨 床8801

日泌54883

'",
血管の拡張と 皮膚 と泌 尿
壇生25549

血 管 腫 日泌56340

海艦
醐 日泌56775

血 管 腫 臨床皮泌19669

臨床皮泌18403

膀胱血管腫は比較的稀な疾患であり,現 在までにわ

れわれが調べ得た限 りでは,本 邦において1919年 阿久

津の第1例 以来5)今 回の自験例まで61例 報告されてい

る(Table1),

年齢および性別に関 しては61症 例中58例 に記載があ

り,男 子と女子は1対1の 割合であった.年 齢別では

29歳 以下が27例 と半数近くを占め比較的若年層に多い

傾向を示 している。年齢と男女比を比較すると29歳 以

下では女子の比率が高く40歳 以上では男子の比率の方

が高くな り逆転している(Tablc2).

主訴では,記 載のある60例 を分類してみると53例 が

血尿であり88%を 占めている.次 いで頻尿が8例,排

尿痛が6例 となって いる.そ の他には,成 人には腰

瓶 下腹部痛が,小 児には夜尿症,熱 発などが見うけ

られる(Tablc3).

他 の部位に血管腫を合併 しているかどうかについて

は明らかに記載しているものは少なく12例 で,血 管腫

を合併していたものはそのうち4例 であった.ち なみ
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例(空 白の個所は記載のないもの)

報 告 者 症例 血管の

(朝告者}年 令,性 合 零 燃 部膀位胱大誓。所色見調 治療 組 織
文 献

31・ 田,穐,)21女 夜 尿 症 三角 部 小鶏卵大

32・ 六 、義,、2。 女 血 尿 処 女膜 複嘘 手 挙 大

33・ 藤(奮66、21女 血 尿 右xe・ 鶏 卵 大

sc・ 平,㌦ 、6・ 女 器Edi

35・ 原 、鴨68,51男 血 尿 胡 管・ 示樋 大

36・ 石(liJ,,}80男 血 尿 頚 部 粟粒 大

37.'8男 血 尿 後 壁 小指頭 大

sa・ 野 、鴨69,3女 血 尿 頂 部

39・ 前 、鴨,。、8女 血 尿 頂 部

40・ 三(鳳72)40女 血 尿 な し 頂 部 鳩卵 大

41・ 森 、鴨72、54男 雫..羅 左 腿

42・ 岩(Fg72}38男 墨 屡 な し 頂 部 栂指頭大

43・ 寺 、鴨73,18男 農 属 前 壁 米 粒大

44・ 松 、ll,,、46女 血 尿

45・ 松 、禰,、,42男 血 尿

46・ 山,鴨75、71女 撫 暴 な し 後 壁 米 粒大

47・ 菅,辱75、4女 血 尿

48.井 、IP975、2女 農 屡 な し 頂 部 栂顯 大

49・ 出 、鴨75、71女 骸 展 後 壁 米粒大

50・ 三(曽77》55男 血 尿 な し 前壁・頂部 鳩 卵大

51・ 中,Yg,,、69男 網。轟 右尿管・ 米粒大

真 紅

赤褐色

真 紅

部分切除

〃

ノ■

赤紅色 部分切除

赤青色 〃

肉 色

青染色
一部
石灰化

壊死状

"

〃

〃

〃

〃

海綿状
血管腫

血 管 腫

海綿状血管腫

〃

〃

単純性血管腫

海綿状
血管腫

"

加

〃

Hernangio'

eudothetLoma

海 綿 状
血 管 腫

〃

膀赤色'血 管 腫

TUR海 綿蓋管腫

暗赤色

暗赤色

臨 泌21559

泌 紀13805

皮膚と泌尿
28506

千葉医学会雅誌
41299

日泌60483

千葉医学会雅誌
43818

日泌62648

日泌61509

日本小児外科学会
雅誌6369

泌紀19223

西 日本泌3445

日泌63680

日泌64440

B泌64420

西 日本泌38944

部分切除 鱗 性〕血管腫 西日本泌38410

52・ 長谷1{is7,)58女 血 尿 な し 右尿管ロ 米粒 大 暗赤 色TUR

53.西 、鴨、。、6女lt鯖 会陰 卯 後 壁')・ 指爪大 ボ塀 イン 舗 せず

54・ 安 、霧、。,22女 血 尿 な し 左me・ 小豆 大 嚇 色TUR

55.萩 、留81、43男 血 尿 な し 後 壁 省卵 大 嚇 色 部分切除

56・ 吉 、沓81、57女 血 尿 な し 右 側壁 粟粒 大 暗 絶TUR

57・ 内(鴨81)20男 血 尿 な し 左 側壁 鶏卵 大 鮮 紅色 部分切除

58.立 藷 、、,37女 轟 謹 な し 頂 部'1・ 鶏卵大 赤 色A

59.辻 、奮、、、5・ 男 血 尿 な し 右尿管 ・ 怒盤 〃

60.山 、袴,、,57女 血 尿 な し 前 壁 小豆 大 青嚇 色'

61.自 験?18467女 血 尿 な し 左側壁 米 粒大 灰 白色TUR

'」、静脈,履 脈

の増生

海綿 状
〃

　むは

腫騒 純 鱗 生〕血観

部分切除 海綿溢管腫

"

動静脈,血 管腫

海綿状
血管腫

血 管 腫

海綿状
血管腫

〃

〃

日本放射線学会誌
35831

臨泌2943

日泌68505

日泌68512

日泌68103

日泌72381

日泌721095

日泌721209

日泌74862

日泌751514

泌紀28967

臨 泌37249

西 日本 泌
441241

臨 泌38340

に合併部位は,智 部,肛 門周囲,外 陰部,下 肢および

処女膜である.な お,欧 米では,Stanley6)が 膀胱血

管腫の20%は 皮膚血管腫と関係あると報告 しており,

Hendry7)は 膀胱血管種を有す る患者の31%で 体表上

の血管腫を有すると報告してお り,本 邦 よりも高い値

を示している.

膀胱鏡施行時の所見としては,発 生部位を明示して

ある症例が51例 で,そ のうちの2例 は多発症例であっ

た.血 管腫は膀胱内のいずれの部位に も発生している

が,頂 部,後 壁,前 壁の順に多く(Table4),膀 胱移

行上皮癌が尿管 口周囲を中心とする部位に好発するの

とはやや異なる,

大 きさに関しては記載のあるものは42例 で,示 指頭

大までが,24例 と半数を越えていた(Table5).ま た

その表面の色調に関して記載のある34症 例中29症 例 で

特徴的な暗青色または暗紫色,赤 色の色調を呈してお

り,膀 胱血管腫はある程度膀胱鏡で診断が可能と考え

られる.
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Tab[e2.年 齢 ・性 別

.較 男 女 計

o～9

10～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～

2(3.4%)

3(5.2%)

5(8.6%)

3(5.2%)

3(5.2%)

7(12.1%)

3(5.2%)

3(5,2%)

6(10,3%)

4(6。9%)

7(IZI%)

3(5.2%)

2(3.4%)

3(5.2%)

2(3.4%)

2(3.4%)

8(13.8%)

7(12.1%)

12(20.7%)

6(6.9%》

5(8.6%)

10(1ア.2%)

5(8.6%)

5(8.6%)

計 29(50%〉 29(50%)58(100%)

TabJe3.主 訴

排 尿 記 載血 尿 頻 尿 排尿痛 失 禁 尿 閉 その他

困 難 症例数

5386444860

(88.3%)(13.3%)(10.0%)(6.4%)(6.7%)(6.7%)(13.3%)(100%)

Table4.部 位

頂部銘 舗 前難 壁… 経部左壁右壁論

1465710622251

Table5.大 き さ

米粒大まで
～示指頭大まで

～鳩卵大まで

～鷲卵大まで

それ以上

記載症例数

11

13

6

8

2

42

の色調を呈し,1例 は記載がなく,自 験例は灰白色で

あった(Table6).

膀胱血管腫は良性であ り,完 全に切除できれば再発

の危険はないがHcndryら7)に よれば,64%の 症例

が筋層にまで達していたと報告してお り,TURに よ

り大出血をきたす 可能性 が指摘 され てい る.Ha-

msherら4)はTUR.は 尿管 口あるいは膀胱頸部付近

で腫瘍が小さく,す みやかに開腹処置が可能な場合に

のみ適応されるべきだと述べている.し かし本症例の

ように膀胱鏡で特徴的な所見を呈しておらず組織診断

を必要とする場合や,CT血 管造影で腫瘍の浸潤度が

高度でないものにはTURの 適応があると考えられ

る.

放射線治療に関しては,本 邦では,1950年 に原 口

ら9)が,腫 瘍切除後に ラジウム針を挿入した例がある

のみで,そ の有効性については確立していない.

結 語

72歳,女 子の膀胱海綿状血管腫の1例 を報告し,本

邦文献61症 例について若干の統計的検討を行なった.

Table6.治 療

部分切除(腫瘍切除をふくむ)

TUR

TUC

ラジウム針挿入

治療せず

不 明

42

5

5

1

3

5

治療法では,61症 例中5例 に記載がなく,残 りの56

症例中42症 例が腫瘍切除を含む部分切除術を施行され

ている.TUCは1935年 ～1955年 と古い年代に施行さ

れた5例 で,大 きさは帽針頭大,大 豆大であった,

TUR施 行例は自験例を含めて5例 で,大 きさは米粒

大,小 豆大,粟 粒大であ り,そ のうちの3例 は暗赤色
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